




と言ってよい。試みに『国有林野一班（第 14 回）』（農林省山林局編、昭和 6年）所収の表「国有林野譲与組換境内編入」を見ると、














10）「国有林野ヲ寺院現境内地ニ編入又ハ組換箇所面積調」（国立公文書館蔵、『昭和財政史資料第 1号第 58 冊』所収）によれば、全国
の寺院の「上地林編入面積」は総面積約 2,356 町歩（881 件）であり、そのうち京都府の寺院は総面積約 173 町歩（42 件）である。
この資料の作成年月の記載はないが、この前後の資料が大正 14 年から昭和 6年なので、この期間に作成されたものと見られる。
11）国有林野法の成立過程については、山口輝臣『明治国家と宗教』（1999、pp.203-276）の中で取り上げられているが、本稿で述べ
るような第三条第三項が定められた経緯やその背景にあった意図については述べられていない。
12）「第十回帝国議会 衆議院議事速記録第二十五号」（内閣官報局「官報号外」明治 30 年 3 月 16 日、p.410）
13）「第十三回帝国議会 衆議院議事速記録第二十二号」（印刷局「官報号外」明治 32 年 2 月 1 日、p.280）
14）「第十三回帝国議会 衆議院国有林野法案外三件審査特別委員会速記録 第七号」（p.75）
15）「第十三回帝国議会 衆議院議事速記録第三十八号」（印刷局「官報号外」明治 32 年 3 月 1 日、p.560）
16）「第十三回帝国議会 貴族院議事速記録第四十四号」（印刷局「官報号外」明治 32 年 3 月 10 日、p.705）
17）『社寺境内地ニ関スル沿革的法令集』（営繕管財局国有財産課編、1926、pp.286-289）。なお、この文書と同内容のものが、すでに





20）「防風」という理由の出願には却下されたものが少なくない。たとえば志明院は、明治 35 年 3 月「境内編入願」では「風防上」の
理由で編入を希望していたが、それが「不備」とされ、翌年 4 月に上地林内の古跡の保存をあげてようやく編入が認められた。永





22）栗島明康「砂防法制定の経緯及び意義について─明治中期における国土保全法制の形成─」『新砂防』2014 年 1 月、pp.76-87
23）種田守孝他「戦前期における風致地区の概念に関する研究」（『造園雑誌』1989 年 3 月、pp.300-305）、福島信夫他「京都市におけ





















Identification method to derive three-storied pagoda’s mass and stiffness  
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In this paper, a physical parameter identification method is proposed for multi-storied wooden pagoda.  This method 
can identify masses, stiffness and damping coefficients of each floor by using floor response data to a shaker 
disturbance.  At first, an identification theory is explained.  Secondary, some numerical examples are performed to 
examine the varidity of the proposed method.  Furthermore, this method is applied to the recorded data of site 
investigation at some important cultural property three-storied pagoda. 
 




















起振機による加振時の三層せん断モデルの運動方程式は以下の式で表される．ここで， , ,i i im c k , , ,i i iy y y  は第 i
層の質量，減衰係数，剛性，変位，速度，加速度． ,m a は起振機の質量と加速度． 
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三層全ての計測を行った場合を想定し，(1)式を同定対象の各層の物理パラメター 1 2 3 1 2 3 1 2 3( , , , , , , , , )
Tm m m c c c k k kb
について整理し，両辺の誤差の二乗和を最小化する最小二乗法より(2)式の同定式を得る． 
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 また，微動計測時は，質量を既知量として , ,A b cを次のように書き換えれば減衰と剛性のみ同定できる． 
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1F 1000 400000 5000
2F 1000 296080 3700
3F 1000 197390 2500
表 1 数値例題モデル諸元 
El Centro taft sin random El Centro taft sin random
1F 1000 1000 1000 1000 993 973 318 994
(0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.70%) (2.70%) (68.18%) (0.60%)
2F 1000 1000 1000 1000 1058 905 990 1077
(0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.00%) (5.78%) (9.51%) (1.04%) (7.66%)
3F 1000 1000 1000 1000 964 895 950 1006
(0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.00%) (3.58%) (10.52%) (4.95%) (0.61%)
1F 400000 400000 400000 400000 397282 395053 370634 402201
(0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.68%) (1.24%) (7.34%) (0.55%)
2F 296080 296080 296080 296080 280372 257566 285829 284398
(0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.00%) (5.31%) (13.01%) (3.46%) (3.95%)
3F 197390 197390 197390 197390 180341 174377 187114 185819
(0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.00%) (8.64%) (11.66%) (5.21%) (5.86%)
1F 5000 5000 5000 5000 5290 7405 2548 4487
(0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.00%) (5.81%) (48.09%) (49.03%) (10.26%)
2F 3700 3700 3700 3700 3721 3437 3350 3801
(0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.00%) (0.57%) (7.11%) (9.47%) (2.72%)
3F 2500 2500 2500 2500 2510 2168 2231 2576














る加振計測を行った．計測箇所を図 2 に示す．ch 番号 1～8 の奇数 ch は地面と各層の NS 方向，偶数 ch は








計測ケース（速度計の方向） サンプリング周波数（Hz） 計測時間（s） 起振器の周波数（Hｚ）
１（微動　NS方向） 200 410
2（微動　EW方向） 200 738




2（起振器　NS、EW方向） 100 123 1.3






























































































 (b) EW 方向 (b) EW 方向 (b) EW 方向 (b) 実測３(1.6Hz 加振) 
 図 3 応答波形（実測１） 図 4 応答波形（実測２） 図 5 応答波形（実測３） 図 6 起振器入力波形 
 







に示す．図 8 の実測３のデータではばらつきは大きく負の値が同定される場合もあるのに対し，図 7 の実測
２の結果の方が図 8 の実測３の結果より安定している．これは，表 2 の起振機による振動数の違いで，実測
２の振動数の方が適切に水平振動モードが比較的安定して励起された結果であると推測できる． 





る．伝達関数の高次のピークが表れていない理由は，同定結果では 1 次減衰定数が約 45%と大きく評価され
表 3 実測の詳細 
図 2 計測点概要 
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 (a) 質量(起振機) (b) 剛性(起振機) (c) 剛性（微動） 






























 (a) 質量(起振機) (b) 剛性(起振機) (c) 剛性（微動） 


















































 (a) 実測１（微動） (b) 実測(起振機) (c) シミュレーション（微動） 
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